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【改訂】第 1 版（2009-03-05）
【科目】環境微生物
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・学年共通
【担当教員】

谷村 嘉恵

【授業目標・教育方針】
微生物と環境との相互作用について理解し，環境問題の解決に微生物がどのように働くか，どのように利用している
かについて学習する。

【授業概要】
微生物の分類・代謝特性を概説したうえで，自然界の元素循環・自然の浄化における微生物の関わりについて学習す
る。さらに，微生物による環境汚染物質の分解や資源・エネルギー問題の対策における微生物の利用などを学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
環境微生物―環境バイオテクノロジー―，大森俊雄，昭晃堂

【成績評価方法】
［前期］期末試験：50%，レポート：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：環境微生物）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 微生物の多様性 環境微生物とは・微生物の分類・特性
第 2 回 微生物代謝の多様性 微生物の物質代謝・エネルギーの代謝経路
第 3 回 自然の浄化における微生物の関

わり
元素循環における微生物の役割・環境負荷に対する微
生物の応答

第 4 回 有機汚濁物質の除去 好気性処理の形式・原理・微生物
第 5 回 有機汚濁物質の除去 嫌気性処理の形式・原理・微生物
第 6 回 窒素・リンの除去 亜硝化細菌・硝化細菌・脱窒菌・ポリリン酸蓄積菌
第 7 回 重金属の除去脱臭 微生物による金属イオンの沈殿・吸着および脱臭
第 8 回 石油の分解 石油分解微生物・脂肪族化合物・芳香族化合物・含硫

化合物・含窒素化合物
第 9 回 有機塩素化合物・内分泌撹乱物

質の分解
有機塩素化合物分解微生物・内分泌撹乱物質分解微生
物・共代謝

第 10 回 バイオレメディエーシュン バイオレメディエーシュンの原理土壌・地下水・海洋
汚染の修復

第 11 回 エネルギー問題の対策における
微生物の利用

バイオマスの利用・メタン発酵・アルコール発酵・水
素生産・オイル生産

第 12 回 資源のリサイクル問題の対策に
おける微生物の利用

コンポスト化

第 13 回 環境負荷の低減のための微生物
利用

生分解性プラスチック・バイオセルロースの生産・微
生物農薬

第 14 回 環境評価への微生物の利用 微生物汚染の検査・有害物質の検査
第 15 回 定期試験
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